
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ＬＳＩの多層配線、特に半導体素子と接続する

下層に近い配線に対して低誘電率絶縁膜や微細な配線の

機械的／熱的ストレスを抑えた半導体装置及びその製造

方法を提供する。

【解決手段】半導体基板上に形成された半導体素子１２

と、前記半導体基板上に積層された複数の絶縁膜１０７

，１１２，１１７，１２２と、前記複数の絶縁膜内にそ

れぞれ形成された複数の配線層１０８，１１３，１１８

，１２３と、前記各配線層の上面及び両側面を連続的に

覆うバリアメタルとを具備する半導体装置。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ た 半 導 体 素 子 と 、
　 前 記 半 導 体 基 板 上 に 積 層 さ れ た 複 数 の 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 複 数 の 絶 縁 膜 内 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 複 数 の 配 線 層 と 、
　 前 記 各 配 線 層 の 上 面 及 び 両 側 面 を 連 続 的 に 覆 う バ リ ア メ タ ル と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 半 導 体 基 板 内 に 形 成 さ れ た 半 導 体 素 子 と 、
　 前 記 半 導 体 基 板 上 に 積 層 さ れ た 複 数 の 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 複 数 の 絶 縁 膜 内 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 複 数 の 配 線 層 と 、
　 前 記 複 数 の 絶 縁 膜 内 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 複 数 の 配 線 層 を 接 続 す る 複 数 の プ ラ グ と 、
　 前 記 複 数 の 配 線 層 の そ れ ぞ れ と そ の 上 の 前 記 プ ラ グ の 上 面 及 び 両 側 面 を 連 続 的 に 覆 う バ
リ ア メ タ ル と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ の 半 導 体 基 板 上 に 上 層 配 線 層 を 形 成 し 、
　 前 記 上 層 配 線 層 の 上 方 に 少 な く と も 下 層 配 線 層 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ た 前 記 下 層 配 線 を 、 半 導 体 素 子 を 含 む 第 ２ の 半 導 体
基 板 上 に 張 り 合 わ せ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ の 半 導 体 基 板 上 に 第 １ の 誘 電 率 を 有 す る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 内 に 上 層 配 線 層 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 上 方 に 前 記 第 １ の 誘 電 率 よ り 低 い 第 ２ の 誘 電 率 を 有 す る 第 ２ の 絶 縁
膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 内 に 少 な く と も 下 層 配 線 層 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ た 前 記 下 層 配 線 を 、 半 導 体 素 子 を 含 む 第 ２ の 半 導 体
基 板 上 に 張 り 合 わ せ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ の 半 導 体 基 板 上 に 第 １ の 誘 電 率 を 有 す る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 内 に 上 層 配 線 層 を 形 成 し 、
　 第 ２ の 半 導 体 基 板 上 に 前 記 第 １ の 誘 電 率 よ り 低 い 第 ２ の 誘 電 率 を 有 す る 第 ２ の 絶 縁 膜 を
形 成 し 、
　 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 内 に 少 な く と も 下 層 配 線 層 を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ の 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ た 前 記 下 層 配 線 を 、 半 導 体 素 子 を 含 む 第 ３ の 半 導 体
基 板 上 に 張 り 合 わ せ 、
　 前 記 第 ２ の 半 導 体 基 板 を 除 去 し た 後 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 及 び 前 記 上 層 配 線 層 を 有 す る 前
記 第 １ の 半 導 体 基 板 を 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 に 張 り 合 わ せ る
こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば ｌ ｏ ｗ － ｋ （ low-dielectric constant:低 誘 電 率 ） 絶 縁 膜 を 用 い た 多
層 配 線 に 係 り 、 特 に 、 ２ 層 以 上 の 配 線 層 を 積 層 し た 半 導 体 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 コ ン ピ ュ ー タ ー や 通 信 機 器 に は 、 多 数 の ト ラ ン ジ ス タ や 抵 抗 な ど か ら な る 電 気 回
路 を １ チ ッ プ 上 に 集 積 化 し た 大 規 模 集 積 回 路 （ Ｌ Ｓ Ｉ ） が 多 用 さ れ て い る 。 こ の た め 、 機
器 全 体 の 性 能 は 、 Ｌ Ｓ Ｉ 単 体 に 依 存 し て い る 。 Ｌ Ｓ Ｉ 単 体 の 性 能 向 上 は 、 集 積 度 を 高 め る
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こ と 、 つ ま り 、 素 子 の 微 細 化 に よ り 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 素 子 の 微 細 化 に よ り 、 配 線 間 の 容 量 結 合 に 起 因 す る 信 号 の 遅 延 が 増 大 し
、 素 子 の 高 速 動 作 を 阻 害 す る 問 題 が 顕 著 に な っ て き て い る 。 そ こ で 、 配 線 間 容 量 を 低 減 さ
せ る た め 、 比 誘 電 率 の 小 さ な 絶 縁 膜 材 料 が 使 用 さ れ て き て い る 。 ま た 、 絶 縁 膜 材 料 以 外 に
よ る 配 線 間 容 量 の 低 減 方 法 と し て は 、 対 向 す る 配 線 の 膜 厚 を 薄 く し て 対 向 面 積 を 小 さ く す
る 方 法 が あ る 。 配 線 間 容 量 の 低 減 と し て す す め ら れ て き て い る 低 誘 電 率 材 料 の 導 入 と 、 配
線 の 薄 膜 化 に は 次 の よ う な 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 即 ち 、 近 年 の 絶 縁 膜 の 低 誘 電 率 化 は 絶 縁 膜 の 材 料 を 変 更 す る の み で は そ の 要 求 に 十 分 応
じ る こ と が で き な い 。 こ の た め 、 絶 縁 膜 自 体 の 比 誘 電 率 を 下 げ 、 さ ら に 絶 縁 膜 の 密 度 を 下
げ る こ と で 達 成 さ れ よ う と し て い る 。 こ の 場 合 、 低 誘 電 率 化 さ れ た 絶 縁 膜 の 機 械 的 強 度 や
密 着 性 が 減 少 す る た め 、 機 械 的 ス ト レ ス や 、 成 膜 プ ロ セ ス や 熱 処 理 な ど の 熱 ス ト レ ス に 対
す る 耐 性 が 著 し く 低 下 す る 。 特 に 、 多 層 に 積 層 し た 配 線 を 形 成 す る 場 合 、 幾 度 も の 成 膜 プ
ロ セ ス や 熱 処 理 、 Ｃ Ｍ Ｐ (化 学 的 機 械 的 研 磨 )処 理 が 行 な わ れ る た め 、 絶 縁 膜 の 機 械 的 ス ト
レ ス や 、 熱 ス ト レ ス に 対 す る 耐 性 が 著 し く 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 同 様 に 配 線 を 薄 膜 化 し た 場 合 、 微 細 配 線 が 多 層 に 積 層 さ れ た 場 合 、 成 膜 プ ロ セ ス
や 熱 処 理 な ど の 熱 ス ト レ ス の サ イ ク ル に よ っ て ス ト レ ス マ イ グ レ ー シ ョ ン な ど 、 配 線 の 信
頼 性 低 下 を 引 き 起 こ す 懸 念 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 、 高 性 能 化 、 高 集 積 化 が す す む Ｌ Ｓ Ｉ の 多 層 配 線 に お い て 、 低 誘 電 率 絶 縁 膜
や 微 細 な 配 線 の 機 械 的 /熱 的 ス ト レ ス を い か に 抑 え る か が 重 要 に な っ て く る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 、 多 層 配 線 構 造 の 品 質 向 上 及 び 製 造 時 間 の 短 縮 化 を 目 的 と し て 、 複 数 の 多 層 配 線 領
域 を そ れ ぞ れ 個 別 に 形 成 す る 製 造 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 製 造 方 法 で は 、 ｌ ｏ ｗ － ｋ 材 料 を 用 い た 絶 縁 膜 に 対 す る 機 械 的 、 熱
的 ス ト レ ス を 十 分 に 抑 え る こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ３ ５ ４ ５ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 素 子 に 近 い 下 層 の 配 線 や 低 誘 電 率 絶 縁 膜 に 対 す る 機 械 的 /熱 的 ス ト レ
ス を 抑 え た 半 導 体 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 態 様 は 、 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ た 半 導 体 素 子 と 、 前 記 半 導 体 基
板 上 に 積 層 さ れ た 複 数 の 絶 縁 膜 と 、 前 記 複 数 の 絶 縁 膜 内 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 複 数 の 配 線
層 と 、 前 記 各 配 線 層 の 上 面 及 び 両 側 面 を 連 続 的 に 覆 う バ リ ア メ タ ル と を 具 備 す る こ と を 特
徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 態 様 は 、 半 導 体 基 板 内 に 形 成 さ れ た 半 導 体 素 子 と 、 前 記 半 導 体 基
板 上 に 積 層 さ れ た 複 数 の 絶 縁 膜 と 、 前 記 複 数 の 絶 縁 膜 内 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 複 数 の 配 線
層 と 、 前 記 複 数 の 絶 縁 膜 内 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 複 数 の 配 線 層 を 接 続 す る 複 数 の プ ラ グ と
、 前 記 複 数 の 配 線 層 の そ れ ぞ れ と そ の 上 の 前 記 プ ラ グ の 上 面 及 び 両 側 面 を 連 続 的 に 覆 う バ
リ ア メ タ ル と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の 態 様 は 、 第 １ の 半 導 体 基 板 上 に 上 層 配 線 層 を 形 成 し 、
前 記 上 層 配 線 層 の 上 方 に 少 な く と も 下 層 配 線 層 を 形 成 し 、 前 記 第 １ の 半 導 体 基 板 上 に 形 成
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さ れ た 前 記 下 層 配 線 を 、 半 導 体 素 子 を 含 む 第 ２ の 半 導 体 基 板 上 に 張 り 合 わ せ る こ と を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の 態 様 は 、 第 １ の 半 導 体 基 板 上 に 第 １ の 誘 電 率 を 有 す る
第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 内 に 上 層 配 線 層 を 形 成 し 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の
上 方 に 前 記 第 １ の 誘 電 率 よ り 低 い 第 ２ の 誘 電 率 を 有 す る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、 前 記 第 ２
の 絶 縁 膜 内 に 少 な く と も 下 層 配 線 層 を 形 成 し 、 前 記 第 １ の 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ た 前 記
下 層 配 線 を 、 半 導 体 素 子 を 含 む 第 ２ の 半 導 体 基 板 上 に 張 り 合 わ せ る こ と を 特 徴 と し て い る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の 態 様 は 、 第 １ の 半 導 体 基 板 上 に 第 １ の 誘 電 率 を 有 す る
第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 内 に 上 層 配 線 層 を 形 成 し 、 第 ２ の 半 導 体 基 板 上
に 前 記 第 １ の 誘 電 率 よ り 低 い 第 ２ の 誘 電 率 を 有 す る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、 前 記 第 ２ の 絶
縁 膜 内 に 少 な く と も 下 層 配 線 層 を 形 成 し 、 前 記 第 ２ の 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ た 前 記 下 層
配 線 を 、 半 導 体 素 子 を 含 む 第 ３ の 半 導 体 基 板 上 に 張 り 合 わ せ 、 前 記 第 ２ の 半 導 体 基 板 を 除
去 し た 後 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 及 び 前 記 上 層 配 線 層 を 有 す る 前 記 第 １ の 半 導 体 基 板 を 前 記 第
２ の 絶 縁 膜 に 張 り 合 わ せ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 半 導 体 素 子 に 近 い 下 層 の 配 線 や 低 誘 電 率 絶 縁 膜 に 対 す る 機 械 的 /熱 的
ス ト レ ス を 抑 え た 半 導 体 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 第 １ の 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 し て い る 。 こ の 半 導 体 装 置 は 、 例
え ば 二 つ の 半 導 体 基 板 に 形 成 さ れ た 半 導 体 装 置 と 多 層 配 線 層 を 張 り 合 わ せ て 形 成 さ れ て い
る 。 す な わ ち 、 半 導 体 基 板 １ １ に は 、 例 え ば Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ と 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ を 覆
う 絶 縁 膜 １ ３ 、 こ の 絶 縁 膜 １ ３ 内 に 形 成 さ れ 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ の 例 え ば ソ ー ス に 接 続 さ
れ た コ ン タ ク ト １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 半 導 体 基 板 （ 図 示 せ ず ） に は 、 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ２ 、 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ５
、 第 ３ の 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ７ 、 第 ４ の 層 間 絶 縁 膜 １ １ ０ 、 第 ５ の 層 間 絶 縁 膜 １ １ ２ 、 第 ６ の
層 間 絶 縁 膜 １ １ ５ 、 第 ７ の 層 間 絶 縁 膜 １ １ ７ 、 第 ８ の 層 間 絶 縁 膜 １ ２ ０ 、 第 ９ の 層 間 絶 縁
膜 １ ２ ２ 、 拡 散 防 止 膜 １ ０ ９ 、 １ １ ４ 、 １ １ ９ 、 ボ ン デ ィ ン グ 電 極 １ ０ ４ 、 最 上 層 配 線 １
０ ８ 、 上 層 配 線 １ １ ３ 、 中 間 層 配 線 １ １ ８ 、 下 層 配 線 １ ２ ３ 、 接 続 プ ラ グ １ ０ ６ 、 ビ ア プ
ラ グ １ １ １ 、 １ １ ６ 、 １ ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の 層 間 絶 縁 膜 １
０ ２ 、 １ ０ ５ 、 １ ０ ７ 、 １ １ ０ は 、 例 え ば シ リ コ ン 酸 化 膜 （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） に よ り 形 成 さ れ 、
第 ５ 、 第 ６ 、 第 ７ 、 第 ８ 、 第 ９ の 層 間 絶 縁 膜 １ １ ２ 、 １ １ ５ 、 １ １ ７ 、 １ ２ ０ 、 １ ２ ２ は
、 ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 例 え ば Ｓ ｉ Ｏ Ｃ （ 炭 素 含 有 シ リ コ ン 酸 化 膜 ） に よ り 形 成 さ れ て い る 。 こ れ
ら 層 間 絶 縁 膜 、 配 線 、 ビ ア プ ラ グ は 、 図 示 せ ぬ 半 導 体 基 板 に 対 し て 、 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 １
０ ２ か ら 第 ９ の 層 間 絶 縁 膜 １ ２ ２ と 下 層 配 線 １ ２ ３ へ と 順 次 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 図 示
せ ぬ 半 導 体 基 板 に 対 し て 、 上 層 配 線 か ら 下 層 配 線 へ と 、 通 常 の 製 造 順 序 と は 逆 の 順 序 に よ
り 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 形 成 さ れ た 第 １ の 基 板 の 絶 縁 膜 １ ３ 及 び コ ン タ ク ト １ ４ の 表 面 に 、 第 ２ の 基
板 の 第 ９ の 層 間 絶 縁 膜 １ ２ ２ と 下 層 配 線 １ ２ ３ が 張 り 合 わ さ れ 、 図 １ に 示 す 構 成 と さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 上 記 の よ う に 、 上 層 の 絶 縁 膜 、 配 線 及 び ビ ア プ ラ グ を 下 層 の 絶 縁 膜 、 配 線 及 び ビ ア プ ラ
グ よ り 先 に 形 成 す る こ と に よ り 、 ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 に よ り 構 成 さ れ た 下 層 の 絶 縁 膜 、 及 び 上 層
の 配 線 に 比 べ て 膜 厚 が 薄 く 、 幅 が 狭 い 下 層 配 線 に 対 す る 機 械 的 、 熱 的 ス ト レ ス を 緩 和 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 ２ 乃 至 図 ７ を 参 照 し て 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に つ い て
説 明 す る 。 図 ２ 乃 至 図 ７ は 、 図 １ に 示 す 第 ２ の 基 板 上 に 多 層 配 線 を 形 成 す る 場 合 を 示 し て
お り 、 Ｃ ｕ 配 線 及 び プ ラ グ を シ ン グ ル ダ マ シ ー ン （ single-Damascene） プ ロ セ ス を 用 い て
形 成 す る 場 合 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 尚 、 図 １ に 示 す 第 １ の 基 板 内 に お け る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 従 来 の 製 造 方 法 と 同 様
で あ る た め 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま ず 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 半 導 体 基 板 １ ０ １ に 対 し 絶 縁 分 離 層 と な る 第 １ の 層 間 絶 縁 膜
１ ０ ２ を 堆 積 す る 。 そ の 後 、 ボ ン デ ィ ン グ 電 極 と な る 図 示 せ ぬ 開 口 を 設 け 、 こ の 開 口 に 犠
牲 膜 １ ０ ３ を 形 成 す る 。 次 い で 、 犠 牲 膜 １ ０ ３ 上 に ボ ン デ ィ ン グ 電 極 金 属 と な る Al膜 １ ０
４ を 形 成 し 、 電 極 の 形 に 加 工 す る 。 次 い で 、 例 え ば Ｓ ｉ Ｏ ２ か ら な る 第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 １
０ ５ を 堆 積 し 、 平 坦 化 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ５ 内 に ボ ン デ ィ ン グ 電 極 金 属 １ ０ ４ を
露 出 す る 複 数 の 開 口 １ ０ ５ － １ を 形 成 す る 。 こ の 後 、 第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ５ 上 及 び 開 口
１ ０ ５ － １ の 底 面 及 び 側 面 に 例 え ば タ ン タ ル か ら な る バ リ ア メ タ ル １ ０ ６ － １ を 形 成 し 、
こ の バ リ ア メ タ ル １ ０ ６ － １ の 上 に Ｃ ｕ 膜 １ ０ ６ － ２ を 形 成 す る 。 バ リ ア メ タ ル １ ０ ６ －
１ は 、 Ｃ ｕ の 拡 散 を 防 止 す る 。 次 い で 、 例 え ば Ｃ Ｍ Ｐ （ Chemical Mechanical Polishing
） に よ り 、 第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ５ 上 の Ｃ ｕ 膜 １ ０ ６ － ２ 及 び バ リ ア メ タ ル １ ０ ６ － １ を
平 坦 化 し 、 開 口 １ ０ ５ － １ 内 に 接 続 プ ラ グ １ ０ ６ を 形 成 す る 。 こ の 接 続 プ ラ グ １ ０ ６ は 、
開 口 １ ０ ５ － １ の 底 部 と 側 面 に 形 成 さ れ た バ リ ア メ タ ル １ ０ ６ － １ と 、 Ｃ ｕ 膜 １ ０ ６ － ２
と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 い で 、 第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ５ 上 の 全 面 に 、 例 え ば Ｓ ｉ Ｏ ２ か ら な る 第 ３ の 層 間 絶 縁
膜 １ ０ ７ を 堆 積 す る 。 こ の 第 ３ の 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ７ 内 に 、 図 示 せ ぬ レ ジ ス ト を マ ス ク と し
て 、 Ｒ Ｉ Ｅ （ Reactive Ion Etching） に よ り 最 上 層 配 線 を 形 成 す る た め の 配 線 溝 １ ０ ７ －
１ を 形 成 す る 。 そ の 後 、 第 ３ の 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ７ 上 及 び 配 線 溝 １ ０ ７ － １ の 底 面 及 び 側 面
に 例 え ば タ ン タ ル か ら な る バ リ ア メ タ ル １ ０ ８ － １ を 形 成 し 、 こ の バ リ ア メ タ ル １ ０ ８ －
１ の 上 に Ｃ ｕ 膜 １ ０ ８ － ２ を 形 成 す る 。 こ の 後 、 例 え ば Ｃ Ｍ Ｐ に よ り 、 第 ３ の 層 間 絶 縁 膜
１ ０ ７ 上 の Ｃ ｕ 膜 １ ０ ８ － ２ 及 び バ リ ア メ タ ル １ ０ ８ － １ を 平 坦 化 し 、 配 線 溝 １ ０ ７ － １
内 に 最 上 層 配 線 １ ０ ８ を 形 成 す る 。 こ の 最 上 層 配 線 １ ０ ８ は 、 配 線 溝 １ ０ ７ － １ の 底 部 と
側 面 に 形 成 さ れ た バ リ ア メ タ ル １ ０ ８ － １ と Ｃ ｕ 膜 １ ０ ８ － ２ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
こ の 最 上 層 配 線 １ ０ ８ は 、 例 え ば 電 源 線 、 デ ー タ バ ス 線 、 ク ロ ッ ク 線 の よ う な チ ッ プ 全 体
に 配 置 さ れ た 機 能 回 路 ブ ロ ッ ク 間 の 電 気 信 号 受 け 渡 し を 担 う グ ロ ー バ ル 配 線 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 同 様 に し て 、 配 線 及 び コ ン タ ク ト が 順 次 形 成 さ れ る 。 尚 、 以 下 の 説 明 に お い て 、
バ リ ア メ タ ル と 配 線 、 コ ン タ ク ト の 詳 細 な 製 造 工 程 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 最 上 層 配 線 １ ０ ８ 及 び 第 ３ の 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ７ の 上 全 面 に 最 上 層 配
線 １ ０ ８ の Ｃ ｕ の 拡 散 を 防 止 す る 例 え ば Ｓ ｉ Ｃ か ら な る 拡 散 防 止 膜 １ ０ ９ を 堆 積 す る 。 そ
の 後 、 例 え ば Ｓ ｉ Ｏ ２ か ら な る 第 ４ の 層 間 絶 縁 膜 １ １ ０ を 基 板 全 面 に 堆 積 さ せ る 。 第 ４ の
層 間 絶 縁 膜 １ １ ０ と 拡 散 防 止 膜 １ ０ ９ に 開 口 を 形 成 し 、 こ の 開 口 内 に 最 上 層 配 線 １ ０ ８ と
上 層 配 線 と を 接 続 す る ビ ア プ ラ グ １ １ １ を 形 成 す る 。 こ の ビ ア プ ラ グ １ １ １ は 、 バ リ ア メ
タ ル １ １ １ － １ で 底 部 及 び 側 面 が 連 続 的 に 覆 わ れ た Ｃ ｕ 膜 １ １ １ － ２ に よ り 形 成 さ れ て い
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る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 い で 、 ビ ア プ ラ グ １ １ １ 及 び 第 ４ の 層 間 絶 縁 膜 １ １ ０ の 上 全 面 に 第 ５ の 層 間 絶 縁 膜 １
１ ２ を 堆 積 す る 。 こ の 第 ５ の 層 間 絶 縁 膜 １ １ ２ は 、 例 え ば 無 空 孔 の Ｓ ｉ Ｏ Ｃ か ら な る ｌ ｏ
ｗ － ｋ 膜 で あ る 。 こ の 後 、 レ ジ ス ト を マ ス ク と し て 、 Ｒ Ｉ Ｅ に よ り 上 層 配 線 を 形 成 す る た
め の 配 線 溝 を 形 成 す る 。 こ の 配 線 溝 内 に 上 層 配 線 １ １ ３ を 形 成 す る 。 こ の 上 層 配 線 は 、 バ
リ ア メ タ ル １ １ ３ － １ で 底 部 及 び 側 面 が 連 続 的 に 覆 わ れ た Ｃ ｕ 膜 １ １ ３ － ２ に よ り 形 成 さ
れ て い る 。 上 層 配 線 １ １ ３ は 、 例 え ば 制 御 信 号 や ク ロ ッ ク 分 配 支 線 、 電 源 支 線 な ど の 役 割
を 担 う セ ミ グ ロ ー バ ル 配 線 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 上 層 配 線 １ １ ３ 及 び 第 ５ の 層 間 絶 縁 膜 １ １ ２ の 上 全 面 に Ｃ ｕ
の 拡 散 を 防 止 す る 例 え ば Ｓ ｉ Ｃ 膜 か ら な る 拡 散 防 止 膜 １ １ ４ を 堆 積 す る 。 こ の 拡 散 防 止 膜
１ １ ４ の 上 に 、 例 え ば 無 空 孔 の Ｓ ｉ Ｏ Ｃ か ら な る ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 で あ る 第 ６ の 層 間 絶 縁 膜 １
１ ５ を 堆 積 す る 。 次 い で 、 第 ６ の 層 間 絶 縁 膜 １ １ ５ と 拡 散 防 止 膜 １ １ ４ に 開 口 を す る 。 こ
の 開 口 内 に ビ ア プ ラ グ １ １ ６ を 形 成 す る 。 こ の ビ ア プ ラ グ １ １ ６ は 、 バ リ ア メ タ ル １ １ ６
－ １ で 底 部 及 び 側 面 が 連 続 的 に 覆 わ れ た Ｃ ｕ 膜 １ １ ６ － ２ に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 い で 、 第 ６ の 層 間 絶 縁 膜 １ １ ５ と ビ ア プ ラ グ １ １ ６ の 上 全 面 に 、 例 え ば 空 孔 率 の 大 き
い Ｓ ｉ Ｏ Ｃ か ら な る ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 で あ る 第 ７ の 層 間 絶 縁 膜 １ １ ７ を 堆 積 す る 。 こ の 後 、 レ
ジ ス ト を マ ス ク と し て 、 Ｒ Ｉ Ｅ に よ り 第 ７ の 層 間 絶 縁 膜 １ １ ７ 内 に 配 線 溝 を 形 成 す る 。 こ
の 配 線 溝 内 に 中 間 層 配 線 １ １ ８ を 形 成 す る 。 こ の 中 間 層 配 線 １ １ ８ は 、 バ リ ア メ タ ル １ １
８ － １ で 下 方 及 び 側 面 が 連 続 的 に 覆 わ れ た Ｃ ｕ 膜 １ １ ８ － ２ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 中 間
層 配 線 １ １ ８ は 、 例 え ば 単 位 回 路 ブ ロ ッ ク 内 や 隣 接 回 路 ブ ロ ッ ク 間 を 接 続 す る イ ン タ ー メ
デ ィ エ イ ト 配 線 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 ７ の 層 間 絶 縁 膜 １ １ ７ と 中 間 層 配 線 １ １ ８ の 上 に Ｃ ｕ の 拡
散 を 防 止 す る 例 え ば Ｓ ｉ Ｃ 膜 か ら な る 拡 散 防 止 膜 １ １ ９ を 形 成 す る 。 こ の 拡 散 防 止 膜 １ １
９ の 上 に 、 例 え ば 空 孔 率 の 大 き い Ｓ ｉ Ｏ Ｃ か ら な る ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 で あ る 第 ８ の 層 間 絶 縁 膜
１ ２ ０ を 堆 積 さ せ る 。 第 ８ の 層 間 絶 縁 膜 １ ２ ０ と 拡 散 防 止 膜 １ １ ９ に 開 口 を 設 け 、 こ の 開
口 内 に ビ ア プ ラ グ １ ２ １ を 形 成 す る 。 こ の ビ ア プ ラ グ １ ２ １ は 、 バ リ ア メ タ ル １ ２ １ － １
で 底 部 及 び 側 面 が 連 続 的 に 覆 わ れ た Ｃ ｕ 膜 １ ２ １ － ２ に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 い で 、 第 ８ の 層 間 絶 縁 膜 １ ２ ０ と ビ ア プ ラ グ １ ２ １ の 上 全 面 に 例 え ば 空 孔 率 の 大 き い
Ｓ ｉ Ｏ Ｃ か ら な る ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 で あ る 第 ９ の 層 間 絶 縁 膜 １ ２ ２ を 堆 積 す る 。 こ の 後 、 レ ジ
ス ト を マ ス ク と し て 、 Ｒ Ｉ Ｅ に よ り 第 ９ の 層 間 絶 縁 膜 １ ２ ２ 内 に 配 線 溝 を 形 成 す る 。 こ の
配 線 溝 内 に 下 層 配 線 １ ２ ３ を 形 成 す る 。 こ の 下 層 配 線 １ ２ ３ は 、 バ リ ア メ タ ル １ ２ ３ － １
で 底 部 及 び 側 面 が 連 続 的 に 覆 わ れ た Ｃ ｕ 膜 １ ２ ３ － ２ に よ り 形 成 さ れ て い る 。 下 層 配 線 １
２ ３ は 、 例 え ば ト ラ ン ジ ス タ や メ モ リ セ ル 内 を 接 続 す る ロ ー カ ル 配 線 で あ る 。 こ の 後 、 前
記 第 ９ の 層 間 絶 縁 膜 １ ２ ２ 及 び 下 層 配 線 １ ２ ３ の 表 面 は 鏡 面 状 に 仕 上 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 い で 、 図 １ に 示 す よ う に 、 図 ２ 乃 至 図 ６ で 作 製 し た 多 層 配 線 が 形 成 さ れ た 半 導 体 基 板
１ ０ １ と ト ラ ン ジ ス タ が 形 成 さ れ た 半 導 体 基 板 １ １ と が 貼 り 合 わ さ れ る 。 す な わ ち 、 半 導
体 基 板 １ ０ １ の 上 方 に 形 成 さ れ た 下 層 配 線 金 属 １ ２ ３ と 、 こ れ と は 別 途 形 成 さ れ た 半 導 体
基 板 １ １ の コ ン タ ク ト 電 極 １ ４ と を 接 触 さ せ 貼 り 合 わ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の 後 、 基 板 １ ０ １ 、 犠 牲 膜 １ ０ ３ を 順 次 剥 離 す る こ と に よ り 、 図 １ に 示 す よ う な 、 半
導 体 素 子 か ら ボ ン デ ィ ン グ 電 極 の 開 口 し た 半 導 体 装 置 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 従 来 と は 逆 に 、 上 層 、 中 層 、 下 層 の 絶 縁 膜 、 配 線 及 び ビ
ア プ ラ グ の 順 に 形 成 し て い る 。 こ の た め 、 従 来 の 製 造 方 法 に よ り 形 成 し た 場 合 、 先 に 形 成
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し た ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 が 後 に 形 成 さ れ る 層 間 絶 縁 膜 や 配 線 の 形 成 に 係 る Ｃ Ｍ Ｐ に お け る 機 械 的
ス ト レ ス や 、 熱 処 理 に お け る 熱 ス ト レ ス を 受 け る が 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ｌ ｏ
ｗ － ｋ 膜 に よ り 構 成 さ れ た 第 ５ 乃 至 第 ９ の 層 間 絶 縁 膜 や 、 上 層 の 配 線 に 比 べ て 膜 厚 が 薄 く
、 幅 が 狭 い 中 間 層 配 線 １ １ ８ 、 下 層 配 線 １ ２ ３ は 、 シ リ コ ン 酸 化 膜 に よ り 形 成 さ れ た 第 １
乃 至 第 ４ の 層 間 絶 縁 膜 や 、 上 層 の 配 線 よ り 後 に 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 に
よ り 構 成 さ れ た 第 ５ 乃 至 第 ９ の 層 間 絶 縁 膜 や 、 幅 が 狭 い 中 間 層 配 線 １ １ ８ 、 下 層 配 線 １ ２
３ に 対 す る 機 械 的 、 熱 的 ス ト レ ス を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
　 図 ７ 乃 至 図 ９ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 は 、 シ ン グ ル ダ マ シ ー ン 法 で 作 製 し た 下 層 、 中 間 層 、 上 層 、 最 上 層 を 含
む ４ 層 配 線 の 例 で あ る が 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 例 え ば 最 上 層 配 線 を ２ 層 （ １ ０ ８ ａ 及 び １
０ ８ ｂ ） 、 上 層 配 線 を ４ 層 （ １ １ ３ ａ 、 １ １ ３ ｂ 、 １ １ ３ ｃ 及 び １ １ ３ ｄ ） 、 中 間 層 配 線
を ４ 層 （ １ １ ８ ａ 、 １ １ ８ ｂ 、 １ １ ８ ｃ 及 び １ １ ８ ｄ ） 、 下 層 配 線 を １ 層 １ ２ ３ の 計 １ １
層 あ る い は 更 に 多 層 の 半 導 体 装 置 に 上 記 製 造 方 法 を 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 多 層 の 配 線 を 含 む 半 導 体 装 置 を 形 成 す る 場 合 、 例 え ば ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 を 含 む 配
線 層 と Ｓ ｉ Ｏ ２ 膜 を 含 む 配 線 層 と を 別 々 の 半 導 体 基 板 に 形 成 し 、 こ れ ら を 張 り 合 わ せ る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 般 に ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 は Ｓ ｉ Ｏ ２ 膜 に 比 べ て 歩 留 り が 低 い 。 こ の た め 、 こ れ ら を 一 緒 に 形
成 し た 場 合 、 例 え ば ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 が 剥 が れ て 、 そ れ が ウ ェ ハ 表 面 に 付 着 し て ス ク ラ ッ チ が
生 じ た り す る 。 即 ち ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 の 歩 留 り が 製 品 全 体 の 歩 留 り に 影 響 し て し ま う 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ こ で 、 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 図 ７ に 示 す 半 導 体 装 置 の う ち ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 を 含 む 例 え ば
下 層 及 び 中 間 層 と 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 膜 を 含 む 上 層 及 び 最 上 層 と を そ れ ぞ れ 別 個 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 す な わ ち 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 半 導 体 基 板 １ ０ １ 上 に 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 図 ７
に 示 す 最 上 層 の 部 分 と 、 上 層 の 部 分 を 形 成 す る 。 ま た 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 半 導 体 基 板 ２
０ １ 上 に 、 図 ７ に 示 す 中 間 層 の 部 分 と 下 層 の 部 分 を 順 次 形 成 す る 。 半 導 体 基 板 ２ ０ １ 上 に
こ の よ う に 形 成 さ れ た 下 層 の 部 分 を 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が 形 成 さ れ た 半 導
体 基 板 １ １ に 張 り 合 わ せ る 。 こ の 後 、 半 導 体 基 板 ２ ０ １ を 除 去 し 、 中 間 層 の 部 分 に 図 ８ に
示 す 半 導 体 基 板 １ ０ １ に 形 成 さ れ た 上 層 の 部 分 を 張 り 合 わ せ る 。 こ の 後 、 半 導 体 基 板 １ ０
１ を 除 去 し た 後 、 犠 牲 膜 を 除 去 し て 、 図 ７ に 示 す 半 導 体 装 置 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 第 ２ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 を 含 む 例 え ば 下 層 と 中 間 層 と 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 膜
を 含 む 上 層 と 最 上 層 を そ れ ぞ れ 別 の 半 導 体 基 板 上 に 製 造 し 、 こ れ ら を Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が 形 成
さ れ た 半 導 体 基 板 １ １ に 順 次 張 り 合 わ せ て い る 。 こ の た め 、 例 え ば ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 を 含 む 層
を 形 成 し た 後 、 こ れ を ス ク リ ー ニ ン グ し て 、 良 品 の み を 選 択 し 、 こ れ を Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が 形
成 さ れ た 半 導 体 基 板 １ １ と 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 膜 を 含 む 層 と の 間 に 張 り 合 わ せ て 最 終 的 な 製 品 を 作
製 す れ ば 、 ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 の 歩 留 り の 影 響 を 除 去 す る こ と が で き 、 製 品 全 体 と し て の 歩 留 り
を 向 上 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ 第 ３ の 実 施 形 態 ）
　 上 記 第 １ 、 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 配 線 及 び プ ラ グ を 別 々 に 形 成 す る シ ン グ ル ダ マ シ ー ン 法
を 用 い た 製 造 方 法 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 こ れ に 限 ら ず 、 デ ュ ア ル ダ マ シ ー ン 法 を 用
い て 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ ０ は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 示 し て い る 。 こ の 半 導 体 装 置 は 、 Ｍ Ｏ Ｓ
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Ｔ Ｅ Ｆ を 含 む 半 導 体 基 板 １ １ に デ ュ ア ル ダ マ シ ー ン 法 を 用 い て 形 成 し た 多 層 配 線 層 を 張 り
合 わ せ た 状 態 を 示 し て い る 。 図 １ ０ に 示 す 半 導 体 装 置 は 、 図 １ と 同 様 に ４ 層 の 配 線 層 を 有
し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 各 絶 縁 膜 ２ ０ ２ － ２ ０ ５ に は 、 配 線 及 び プ ラ グ の た め の 溝 が 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 こ の 溝
内 に 例 え ば タ ン タ ル 等 の バ リ ア メ タ ル ２ ０ ６ － １ ,２ １ １ － １ ， ２ １ ６ － １ ， ２ ２ １ － １
で 覆 わ れ た 配 線 及 び プ ラ グ ２ ０ ６ ， ２ １ １ ， ２ １ ６ ， ２ ２ １ が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
こ の 多 層 配 線 の 製 造 過 程 は 、 図 １ ０ に 示 す 形 状 を 上 下 を 逆 と し た 状 態 で な さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 の よ う に し て 形 成 さ れ た 配 線 層 は 、 半 導 体 素 子 と し て の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が 形 成 さ れ た
半 導 体 基 板 に 貼 り 合 わ せ た 状 態 に お い て 、 プ ラ グ の 上 方 が バ リ ア メ タ ル で 塞 が れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 第 ３ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 デ ュ ア ル ダ マ シ ー ン 法 を 用 い て 最 上 層 の 配 線 及 び ビ ア プ
ラ グ か ら 形 成 し 始 め て 下 層 の 配 線 及 び ビ ア プ ラ グ を 最 後 に 形 成 し 、 こ の 後 、 下 層 の 配 線 を
半 導 体 素 子 と し て の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が 形 成 さ れ た 半 導 体 基 板 に 張 り 合 わ せ て い る 。 こ の た め
、 シ ン グ ル ダ マ シ ー ン 法 を 用 い て 形 成 し た 第 １ 、 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜
に よ り 構 成 さ れ た 層 間 絶 縁 膜 や 、 幅 が 狭 い 中 間 層 配 線 、 下 層 配 線 に 対 す る 機 械 的 、 熱 的 ス
ト レ ス を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 し か も 、 デ ュ ア ル ダ マ シ ー ン 法 を 用 い て 配 線 と ビ ア プ ラ グ を 同 時 に 形 成 し た 場 合 、 次 の
よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 デ ュ ア ル ダ マ シ ー ン 法 を 用 い た 従
来 の 製 造 方 法 に よ り 図 １ ０ と 同 様 の 半 導 体 装 置 を 形 成 し た 場 合 、 例 え ば バ リ ア メ タ ル ３ １
１ － １ は 、 配 線 ３ １ １ と 、 こ の 配 線 ３ １ １ の 下 方 に 位 置 す る ビ ア プ ラ グ ３ １ ２ の 底 部 及 び
側 面 に 形 成 さ れ る 。 し か も 、 下 層 配 線 か ら 上 層 配 線 に 向 か っ て 配 線 の 幅 、 膜 厚 が 大 き く さ
れ て い る 。 上 層 配 線 の よ う に 、 幅 が 広 く 、 膜 厚 が 厚 い 配 線 は 、 配 線 材 料 と し て の Ｃ ｕ 膜 内
に 多 く の 空 孔 を 有 し て い る 。 こ の た め 、 例 え ば 最 終 的 な 熱 処 理 に お い て 、 配 線 ３ １ １ よ り
下 方 に 位 置 す る ビ ア プ ラ グ ３ １ ２ よ り 、 Ｃ ｕ 元 素 が 配 線 ３ １ １ に 移 動 し 、 ビ ア プ ラ グ ３ １
２ 内 に ボ イ ド が 発 生 す る お そ れ を 有 し て い る 。 そ の 他 の 層 の プ ラ グ も 同 様 に ボ イ ド が 生 じ
る お そ れ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ れ に 対 し て 、 第 ３ の 実 施 形 態 の 場 合 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 最 終 的 に 形 成 さ れ る 半 導
体 装 置 に お い て 、 バ リ ア メ タ ル ２ １ １ － １ は 配 線 ２ １ ２ と 配 線 ２ １ ２ 上 の ビ ア プ ラ グ ２ １
１ を 一 体 的 に 覆 っ て い る 。 こ の た め 、 例 え ば 最 終 的 な 熱 処 理 に お い て 、 ビ ア プ ラ グ ２ １ １
と そ の 上 方 に 位 置 す る 配 線 ２ ０ ６ と の 間 に は バ リ ア メ タ ル ２ １ １ － １ が あ る た め 、 ビ ア プ
ラ グ ２ １ １ か ら 上 方 の 配 線 ２ ０ ６ へ Ｃ ｕ 元 素 が 移 動 す る こ と が な い 。 し か も 、 ビ ア プ ラ グ
２ １ １ の 下 の 配 線 ２ １ ２ は 上 層 の 配 線 ２ ０ ６ よ り 幅 が 狭 く 膜 厚 も 薄 い た め 、 下 層 の 配 線 ２
１ ２ 内 の 空 孔 は 上 層 の 配 線 ２ ０ ６ よ り 少 な い 。 こ の た め 、 ビ ア プ ラ グ ２ １ １ か ら 下 層 の 配
線 ２ １ ２ に 移 動 す る Ｃ ｕ 元 素 は ご く 僅 か で あ る 。 し た が っ て 、 ビ ア プ ラ グ ２ １ １ 内 に ボ イ
ド が 発 生 す る こ と を 防 止 で き る 。 そ の 他 の 層 の 配 線 と ビ ア プ ラ グ と の 構 成 も 配 線 ２ １ ２ と
ビ ア プ ラ グ ２ １ １ と 同 様 で あ る た め 、 各 層 の ビ ア プ ラ グ 内 に ボ イ ド が 発 生 す る こ と を 防 止
で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 上 記 各 実 施 形 態 は 、 多 層 配 線 と ビ ア プ ラ グ の 形 成 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 こ
れ に 限 ら ず 、 多 層 配 線 部 分 に は 配 線 の み で は な く 、 キ ャ パ シ タ な ど の 機 能 素 子 を 作 製 す る
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ の 他 、 本 発 明 の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 種 々 変 形 実 施 可 能 な こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 示 す 断 面 図 。
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【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 半 導 体 装 置 の 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 続 く 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 続 く 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 続 く 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 続 く 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 断 面 図 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す 半 導 体 装 置 の 一 部 の 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ９ 】 図 ７ に 示 す 半 導 体 装 置 の 他 の 部 分 の 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 示 す も の で あ り 、 デ ュ ア ル ダ マ シ ー ン 法 を
用 い て 製 造 さ れ た 半 導 体 装 置 の 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 従 来 の デ ュ ア ル ダ マ シ ー ン 法 を 用 い て 製 造 さ れ た 半 導 体 装 置 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 １ ０ １ … 基 板 、 １ ０ ２ … 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 、 １ ０ ３ … 犠 牲 膜 、 １ ０ ４ … ボ ン デ ィ ン グ 電
極 （ Ａ ｌ ） 、 １ ０ ５ … 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 、 １ ０ ６ … 接 続 プ ラ グ （ Ｃ ｕ ） 、 １ ０ ７ … 第 ３ の 層
間 絶 縁 膜 、 １ ０ ８ … 最 上 層 配 線 （ Ｃ ｕ ） 、 １ ０ ９ 、 １ １ ４ 、 １ １ ９ … 拡 散 防 止 膜 （ Ｓ ｉ Ｃ
） 、 １ １ ０ … 第 ４ の 層 間 絶 縁 膜 、 １ １ １ 、 １ １ ６ 、 １ ２ １ … ビ ア プ ラ グ （ Ｃ ｕ ） 、 １ １ ２
… 第 ５ の 層 間 絶 縁 膜 、 １ １ ３ … 上 層 配 線 （ Ｃ ｕ ） 、 １ １ ５ … 第 ６ の 層 間 絶 縁 膜 、 １ １ ７ …
第 ７ の 層 間 絶 縁 膜 、 １ １ ８ … 中 間 層 配 線 （ Ｃ ｕ ） 、 １ ２ ０ … 第 ８ の 層 間 絶 縁 膜 、 １ ２ ２ …
第 ９ の 層 間 絶 縁 膜 、 １ ２ ３ … 下 層 配 線 （ Ｃ ｕ ） 、 １ ４ … コ ン タ ク ト 電 極 、 １ ０ ６ － １ 、 １
０ ８ － １ 、 １ １ １ － １ 、 １ １ ３ － １ 、 １ １ ６ － １ 、 １ １ ８ － １ 、 １ ２ １ － １ 、 １ ２ ３ － １
、 ２ １ １ － １ 、 ２ １ ６ － １ 、 ２ ２ １ － １ 、 ３ １ １ － １ 、 ３ １ ６ － １ 、 ３ ２ １ － １ … バ リ ア
メ タ ル 、 ２ １ １ 、 ２ １ ６ ， ２ ２ １ 、 ３ １ １ 、 ３ １ ６ 、 ３ ２ １ … 配 線 及 び ビ ア プ ラ グ （ Ｃ ｕ
） 。
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(10) JP 2006-196668 A 2006.7.27



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

(11) JP 2006-196668 A 2006.7.27



フロントページの続き

(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(72)発明者  山田　雅基
            神奈川県横浜市磯子区新杉田町８番地　株式会社東芝横浜事業所内
Ｆターム(参考) 5F033 HH08  HH11  HH21  JJ11  JJ21  KK11  KK21  MM01  MM02  MM11 
　　　　 　　        MM13  NN02  NN07  QQ00  QQ09  QQ13  QQ37  QQ48  RR01  RR04 
　　　　 　　        VV04  VV07  XX01  XX19  XX24  XX28 

(12) JP 2006-196668 A 2006.7.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

